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戸田市 定例記者会見
令和８年５月２２日（金）

午前１１時～



5月22日（金）午前11時～
                  提出案件 合計20件

  ・報告案件 12件  ・条例案件 2件
 ・一般案件  3件   ・予算案件 3件

日 時

提出案件

市政情報
〇 「戸田市くらし応援パッケージぷらす」の実施 ～かしこく、すずしく、かろやかに～
〇【市制施行60周年記念】 9月20日（日）「NHKのど自慢」を戸田市文化会館で開催
〇【8月1日（土）開催】「市制施行60周年記念 第73回戸田橋花火大会 Sky Fantasia」
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令和8年6月戸田市議会定例会前の記者会見
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令和８年度 ６月補正予算（案）
一 般 会 計(第１号補正)

特 別 会 計［２会計］

・国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

・新曽第一土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）

【主な歳入】

  ①生活保護費 ： 251,850千円

  ②生活保護適正化事業 ：   34,087千円

  ③前年度繰越金 ： 326,079千円

【主な歳出】

①健康福祉の杜管理運営費 ： 164,131千円

②生活保護費追加給付事業 ： 369,447千円

③感染症対策事業 ：   40,568千円

④河川維持管理費 ：     9,499千円



【くらし応援パッケージぷらす】
①『節エネガイド』の全戸配布（広報戸田市7月号とあわせて配布）

くらしの中でできる“電気料金などの節約”を実践するためのノウハウを市民の皆様に伝えます

② 「節エネスポット」来場者へ1日1回『TODAPAY』“20ポイント” の付与

対象施設にある“QRコード” の読み込みで、ポイントが即日付与されます（右図参照）

③ 『パウダードリンク（水に溶ける粉末飲料）』を「節エネスポット」で配布

数量限定で配布し、環境に優しいマイボトルの利用を促進します

市政情報【資料E】 「戸田市くらし応援パッケージぷらす」の実施
～かしこく、すずしく、かろやかに～
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戸田市では、昨年12月から実施してきた『全世代を守る５つのくらし応援パッ
ケージ』に引き続き、 市民の皆様が“かしこく、すずしく、かろやかに”今年の夏
を過ごせるように「くらし応援パッケージぷらす」を7～8月にかけて実施します。
本事業では「節エネへの取り組み」を進め、公共施設を「節エネスポット」として
開放するなど、主に3つの取り組みを進めます。

TODAPAYﾎ゚ ｲﾝﾄ
最大

TODAPAYポイント付与の仕組み

①TODAPAYアプリが
インストールされた
スマートフォンを
用意

②対象施設にある
QRコードを読み込み

③TODAPAYポイントを
即日付与

【付与期間（45日間）】
7月18日（土）～
8月31日（月）



【開催概要】
日時（放送）：9月20日（日）午後0時15分～1時

※予選会：9月19日（土）
場所：戸田市文化会館

【出場者・観覧者の募集】
6月下旬ごろ、詳細を発表する予定です。
情報の掲載場所：『広報戸田市』7月号、市ホームページ、

NHKさいたま放送局ホームページ

市政情報【資料F】

【市制施行60周年記念】 9月20日（日）「NHKのど自慢」を戸田市文化会館で開催
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市制施行60周年を記念し、市・NHKが共同主催で開催します。
全国放送番組「NHKのど自慢」を市で実施することで、市民の皆様
と一緒に節目を盛り上げ、地元への愛着を深めるきっかけにつなげて
まいります。



市政情報【資料G】【8月1日（土）開催】
「市制施行60周年記念 第73回戸田橋花火大会 Sky Fantasia」
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日時：8月1日（土）午後7時～8時30分

場所：国道17号戸田橋上流荒川河川敷

打上発数：約7,500発（「いたばし花火大会」と両岸合計15,000発）

観覧者数（前回大会）：45万人 ※主催者発表

市内先行販売：6月11日（木）から市内商店で
一般販売：6月15日（月）からイープラス（インターネット）で

【有料席販売】

【市制施行60周年記念大会 3つの注目ポイント】
①市民が創り上げたオリジナル演出花火
②市民の事前投票により選ばれた楽曲による音楽花火
③観覧者が会場で一緒に大会を盛り上げる参加型プログラム
【その他】
・有料エリア内に過去最大の座席（約25,000席）を設置
・今年度に新成人（18歳）となる市民（約1,200人）を招待

↑1月に開催された
プレイベントより


